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骨は、破骨細胞によって古い部分が吸収され、新しい骨を骨芽細胞が補充することで常に新陳代謝を

繰り返す組織である。応募者は、破骨細胞の分化制御の研究にこれまで取り組んでおり、近年、破骨細

胞分化が好気的代謝に依存していることを明らかにした。そこで、本研究では、生体骨髄内における破

骨細胞の酸素環境を再現する培養法と SICM を組み合わせることで、破骨細胞の様々な状態(特に、生

理的な酸素環境下での細胞内の酸素分圧や呼吸状態など)を明らかにすることを目的とする。これによ

って、破骨細胞を取り巻く酸素の量と破骨細胞制御との関係性を詳細に理解することに取り組む。 
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